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皆
さ
ん
の
中
に
は
消
防
団
と
聞
く

と
、「
大
変
そ
う
・
き
つ
そ
う
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
消
防
団
を

敬
遠
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
佐
賀
市
消
防
団
団
長
の

田
中
初
治
さ
ん
に
、
消
防
団
に
対
す

る
素
朴
な
疑
問
を
尋
ね
て
み
た
。

　

こ
れ
を
読
め
ば
、
あ
な
た
も
消
防

団
に
入
り
た
く
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
!?

１　

団
員
は
何
人
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

条
例
定
数
４
，
１
５
０
人
に
対

し
て
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

３
，
８
９
３
人
で
す
。

２　

女
性
も
入
れ
ま
す
か
？

Ａ　

も
ち
ろ
ん
入
れ
ま
す
よ
。
佐
賀

市
で
は
84
人
の
女
性
消
防
団
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
ソ
フ
ト
な
面
を

活
か
し
、
広
報
活
動
や
防
災
教
育
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
門
な
ど

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。　

３　

仕
事
を
し
て
い
て
も
入
れ
ま
す

か
？

 

Ａ　

も
ち
ろ
ん
で
す
。

　

団
員
の
多
く
が
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤

務
す
る
人
で
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
入

団
で
き
ま
す
し
、
学
生
で
も
入
団
で

き
ま
す
。

　

消
防
団
に
興
味
が
あ
る
人
は
消
防

防
災
課
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

４　

主
な
活
動
内
容
と
、
月
に
ど
の

程
度
、
活
動
す
る
の
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ　

各
種
災
害
活
動
、
防
火
啓
発
活

動
、
各
種
訓
練
、
年
末
警
戒
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

月
に
２
回
程
度
、
訓
練
や
点
検
な

ど
を
午
前
中
で
終
わ
る
よ
う
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
担
当
地
域
で
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
時
間
を
問
わ
ず
出
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５　

消
防
職
員
と
消
防
団
員
と
の
違

い
は
何
で
す
か
？

　

Ａ　

消
防
職
員
は
消
防
署
に
勤
め

る
火
災
、
救
助
、
救
急
、
予
防
活
動

な
ど
に
対
応
す
る
地
方
公
務
員
で

す
。
消
防
団
員
は
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、災
害
が
発
生
し
た
時
に
活
動
し
、

そ
の
た
め
の
訓
練
に
従
事
す
る
、
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

６　

報
酬
は
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

あ
り
ま
す
よ
。
年
額
報
酬
や
、

災
害
や
訓
練
に
出
動
し
た
時
に
も
支

給
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
事
故

に
備
え
て
公
務
災
害
補
償
（
療
養
補

償
、
休
業
補
償
、
傷
病
補
償
年
金
、

障
害
補
償
、
遺
族
補
償
、
葬
祭
補
償
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

７　

懇
親
会
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

団
員
の
歓
送
迎
会
や
訓
練
等
の

後
で
反
省
会
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
明
る
く
、
笑
い

の
絶
え
な
い
会
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。



８　

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

Ａ　

災
害
活
動
に
出
動
し
、
任
務
を
終
え
た
時
に
、

被
災
さ
れ
た
人
た
ち
や
、
地
元
の
人
た
ち
に
感
謝

の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
た
時
で
す
ね
。

９　

市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

Ａ　

日
ご
ろ
か
ら
、
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
元
の
た
め
、
仲
間
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

ま
た
、
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
一
緒
に
頑
張

り
ま
せ
ん
か
。
体
力
に
自
信
が
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
。
入
団
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
と
か
あ
り
ま
す
か
？

佐賀市消防団
団長　田中　初治さん

本
庁　

消
防
防
災
課　

消
防
係

問
い
合
わ
せ

☎
40
・
７
０
１
５　

　

24
・
３
１
８
７

FAX

本
庁　

秘
書
課　

広
報
係

企
画
・
編
集

☎
40
・
７
０
２
１　

　

24
・
３
４
６
３

FAX

出初め式での入場行進です。　 来年の五色放水は平成27年1月11日(日)に行います。

放水競技大会では
日頃の訓練の成果が披露されます。　

雨季に向けて水防訓練を実施し、
災害に備えます。　

火災時には消防職員と連携し
消火が完了するまで活動します。　

消費者フェスタで、
パントマイム心肺蘇生法を披露しています。　

バルーンボランティアなど
いろいろなボランティア活動に参加します。　

避難訓練に出向き、パネルシアターなどで
防火意識の向上に努めています。　



　

佐
賀
市
の
平
野
部
は
、
広
く
平

坦
で
海
水
面
や
河
川
の
水
位
よ
り

も
低
い
土
地
が
多
く
、
有
明
海
の

潮
汐
の
影
響
を
受
け
、
一
度
雨
が

降
る
と
「
お
皿
の
中
の
水
」
の
よ

う
に
雨
水
が
た
ま
り
や
す
い
地
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
が
多
い
梅
雨
期
以
降

は
、
稲
作
で
か
ん
が
い
用
水
を
豊

富
に
必
要
と
す
る
時
期
で
も
あ
り
、

水
路
の
水
位
を
保
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
人
が
水
を
有
効
に

使
う
た
め
に
築
き
上
げ
た
水
路
網

は
、
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
水
環
境

を
作
り
出
す
一
方
、
水
路
幅
が
狭

か
っ
た
り
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
り

し
て
い
る
た
め
、
大
雨
の
時
に
排

水
が
難
し
く
な
る
面
も
あ
り
ま
す

（
下
図
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
佐
賀
市
特
有
の
地

形
や
水
路
状
況
が
、
大
雨
に
よ
る

浸
水
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
代
表
さ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
集

中
豪
雨
が
多
発
し
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
佐
賀
市
で
も
、

平
成
20
年
６
月
、
平
成
21
年
７
月
の
集
中
豪
雨
や
、
平
成
24
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
の
際
に
は
、
市
街
地
を
中
心
に
大
規
模
な
浸
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
浸
水
被
害
の
軽
減
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
床
上
、

床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
、

新
た
な
対
策
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
財
源
は
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
効
率

的
な
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
浸

水
状
況
や
河
川
改
修
効
果

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
再

現
す
る
な
ど
し
て
「
佐
賀

市
排
水
対
策
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
対
策
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
協
働
で
進
め
な

が
ら
、「
浸
水
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

写真：佐賀新聞記事平成24年7月 中心市街地区の浸水図（聞き取り調査による）

佐賀駅佐賀駅佐賀駅

県庁県庁県庁

佐
賀
市
の
浸
水
を
軽
減
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た 

　
　
　

佐
賀
市
排
水
対
策
基
本
計
画　

〜
浸
水
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
〜

な
ぜ
、
計
画
が
必
要
な
の
？

ど
う
し
て
浸
水
す
る
の
？　

〜
佐
賀
市
特
有
の
条
件
〜

浸水が起こるしくみ
１ 通常は
河川や水路はかんがい用
水を供給するばかりでな
く、潤いのある街や生き
物を育む、なくてはなら
ない存在です。

排水機場

河川

開水路

有明海

２ 雨が降りだすと
徐々に河川や水路の水位
が上がり始めます。小規
模な水路ではあふれる場
合があります。

排水機場排水機場

河川

開水路

有明海

３ 雨が強く降り続くと
河川の水位が上昇して水
路は排水不良となり、低
い土地などでは浸水（内
水氾濫）が発生します。
この時、満潮と重なり排
水機の能力を超えた流 
量になると、さらに浸水
の危険性は高まります。

河川

開水路

排水機場排水機場

有明海

４ さらに雨が激しく
降り続けると

河川や水路があふれた
り、河川堤防が決壊する
などの大きな浸水（外水
氾濫）が発生します。

河川

開水路

排水機場排水機場

有明海

網の目のような水路

水路

大和支所大和支所

佐賀市役所（本庁）佐賀市役所（本庁）

県庁県庁

諸富支所諸富支所

川副支所川副支所

東与賀支所東与賀支所

久保田支所久保田支所

自助
（家庭・個人）
個人の準備



佐賀駅

県庁

排水機場

排水機場

排水機場

どのような対策を講じるの？

　策定した計画には、さまざまな対策を盛り込んでいます。その中には、行政が事業として行うものだけで
なく、地域の皆さんのご協力や、事前の備えを必要とするものもあります。佐賀市はこの計画に基づき、対
策を実施することで、浸水被害を軽減していきます。

土
の
う
を
提
供
し
ま
す

　

梅
雨
の
時
期
に
自
主
的
に
浸
水
被

害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
土
の
う
を

無
料
で
提
供
し
ま
す
。

　

必
要
な
時
に
次
の
保
管
場
所
か
ら

自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

支
所
（
富
士
、
三
瀬
を
除
く
）
で

の
配
布
方
法
は
、
各
支
所
総
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
管
場
所

　

市
役
所
南
駐
車
場
、
大
溝
公
園
、

三
溝
公
園
、
新
家
公
園
、
大
藤
公
園
、

草
場
公
園
、
巨
勢
公
園
、
旧
環
境
セ

ン
タ
ー
、
八
戸
天
祐
線
事
業
用
地
、

各
支
所

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

道
路
管
理
課

　

☎
40
・
７
１
７
８  　

　
　

40
・
７
３
９
７

　

ま
た
は
各
支
所
総
務
課

　

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
防
災
情
報
を
提

供
し
、
大
雨
へ
の
市
民
の
備
え
を
支
援
し

ま
す
。

　河川や水路を改修し、雨水を流れやすくします。

　

浸
水
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
標
尺
を
設

置
し
、
住
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
今
後
の
対
策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

大雨により、浸水した場合に被害を最小
限に食い止めるよう土のうを提供します。

　主要な堰 ( せき ) を遠隔操作し
て迅速な対応を行います。
　国・県・市で管理している既
存施設の連携操作を行います。

　雨水を一時貯留し、集中的な流出を防ぎます。濠やクリ
ークなどの既存施設を積極的に活用していきます。クリー
クは、かんがい用水としての役割を果たす一方で、大雨時
には一時的に水を溜め込むといった機能があります。

問い合わせ 本庁　河川砂防課　☎４０・７１８３　FAX２６・７３８８

大和支所

佐賀市役所（本庁）

県庁

諸富支所

川副支所

東与賀支所

久保田支所FAX

自助
（家庭・個人）（家庭・個人）
個人の準備個人の準備

公助
（国・県・市区町村）

行政の支援

共助
（自治会・民間企業）
地域の連携

自助
（家庭・個人）
個人の準備

備えの支援

流す

施設の新設・有効活用

ハード対策

防災情報の提供

ソフト対策　　　　　　　　　

災害の拡大防止

溜める



大 和大大大大大大大大大 和和和和和和和和和和和和



大 和大大大大大大大大大 和和和和和和和和和和和和





松原神社・
佐嘉神社

変更前の区域
変更後の区域

神野公園風致地区 松原公園風致地区

神野公園 









１票あたりの支援金額550円
１事業を選ぶと1/1

２事業を選ぶと1/2

３事業を選ぶと1/3

１票当たりの支援金額（約550円）がそのまま
市民活動団体に交付されます。

１票当たりの支援金額の1/2の額（約275円）
が選んだ団体にそれぞれ交付されます。

１票当たりの支援金額の1/3の額（約183円）
が選んだ団体にそれぞれ交付されます。③投票（届出）数に応じて

　支援金を交付

２

３

佐　賀　市

市役所

支援対象事業
（市民活動団体が実施する公益的な事業）

●子どもの健全育成分野の事業
●環境分野の事業
●福祉分野の事業
●まちづくり分野の事業
●文化・芸術・スポーツ分野の事業
●社会教育分野の事業
　　　　　　　　　　　　……など

①団体・市からの事業ＰＲをみて市民が提案
事業の活動の内容を知る
（活動に対する共感）
②市民が応援したい事業を選び、投票（届出）
※３事業（団体）以内で投票（届出）できます。 僕はＡ事業、

Ｂ事業、Ｃ事業の
３つを応援するよ

私はＡ事業を
応援します

投票
（届出）

僕はＡ事業、
Ｂ事業、Ｃ事業
３つを応援する

私はＡ事業を
応援します

市　民

市から事業実施団体へ交付



ま
な
ざ
し
キ
ラ
リ
賞

ま
な
ざ
し
キ
ラ
リ
賞

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動

子
ど
も

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
運
動

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集



子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
特
集

































アレックス・バーニー
（佐賀市国際交流員）
京都に留学していた時にホストファミリーと
一緒に伊勢神宮に行った。
留学経験は佐賀での仕事につながった！

ア
レッ
ク
ス
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー



月



月月

問い合わせ　 佐賀市交通局　☎23・3155　http://bus.saga.saga.jp/

オーライ！ 市営バス
有明佐賀空港リムジンバスをご利用ください

運行時運行時刻・運賃
を検索！を検索！

運行時刻・運賃
を検索！





　６月９日㈪（当日消印有効）までに、はがきまたは電子メールに、クイズの解答、
郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、今月掲載した記事に対するご意見・ご
感想、希望するプレゼント名を書いてご応募ください。
郵　送：〒840-8501　佐賀市役所　秘書課　広報係「市報さがクイズ」係
メール：shihou_quiz@city.saga.lg.jp
※応募は、一人１件に限ります。同一電話番号・同一メールアドレスでの重複応募は
　できません。架空の応募者情報、もしくは応募者本人以外の住所・名前・電話番号・
　メールアドレスでの応募はお断りします。

　99通の応募があり、正解者97人の中から当選者にプレゼントを送付します。

①平成26年４月１日現在、佐賀市消防団員数は○○○○人です。

　（○○に入る数字は何でしょうか？）

②柳町の○○邸が佐賀市景観重要建造物に指定されました。

　（○○に入る言葉は何でしょうか？）

③佐賀市営バスでは６月27日㈮の「佐賀－○○便」の就航にあわせて、

有明佐賀空港リムジンバスを増便します。

　（○○に入る言葉は何でしょうか？）

５

ＳＴＳサガテレビ（3ch）・さがCityテレビ（２分間）　　  　　　  毎週　水曜日　かちかちワイド内　17:49～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※再放送　毎週　土曜日　9:55～
ぶんぶんテレビ（11ch）   ・知ろう！佐賀なう（約６分間）　　　　毎週　火曜日　ぶんぶんワイド内　17:45ころ
　　　　　　　　　　　　 ・佐賀市から（約14分間）　　  　　　　毎月第３月曜日から２週間　１日３回放送
　　　　　　　　　　　　　①9:45～　②17:00～　③19:45～　※佐賀市のホームページでも視聴できます。

ＦＭ佐賀（77.9MHz）　　・クリアボイス・佐賀シティ（15分間） 毎週土曜日　12:40～
ＮＢＣラジオ（1458kHz） ・佐賀市政ガイド（３分間）　　　　　　毎週　月・水曜日　9:40～
　　　　　　　　　　　　 ・出前放送（１時間～）　　　　　　　　現場からの生放送　年間１回
えびすＦＭ（89.6MHz）　・いいね！佐賀市（５分間）　　　　　   毎週　月～金曜日　①12:55～13:00　②16:55～17:00
　　　　　　　　　　　　 ・まちなか中継（１時間）　　　　　　　現場からの生放送　年間２回

梅雨になるとい
よいよ夏が目の
前だね。
外のイベントで
は雨が降らない
といいな～♪

Yuzugoshow ジュレ（10人）

ビールグラス（ペア１組）

　佐賀学園高校と川原食品のコラボ商
品です。
　全国商業高校フードグランプリで来
場者賞を受賞しています。

◎問い合わせ
　川原食品株式会社
　☎45・1234

　佐賀市重要無形文化財の肥前びーど
ろの一口ビールグラスです。

◎問い合わせ
　副島硝子工業㈱
　☎24・4211

ひとくち
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。
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●
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この冊子には「佐賀の間伐材」が使用されています。1部当たり19.43円で作成しています。（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

「市報さが」6月１日号に関する問題です。
３つの問題に答えてプレゼントをＧＥＴしよう！



36市報さが 平成26年６月１日号

各支所代表電話番号(市外局番0952) ●諸 富 支 所☎47･2131

●大和支所☎62･1111 ●富 士 支 所☎58･2111 ●三 瀬 支 所☎56･2111

●川副支所☎45･1111 ●東与賀支所☎45･1021 ●久保田支所☎68･2111

６月の納期
●市県民税（普徴）第１期・一括 ●国民健康保険税第１期・一括
●後期高齢者医療保険料（普徴）第３期 納期限：６月30日㈪

毎月１日は

｢佐賀市いじめ・

いのちを

考える日｣

人口データ

人口 235,641人(＋172) 男 110,868人 (＋85)

世帯 95,882 (＋416) 女 124,773人 (＋87)

※平成26年４月末日現在の人口、世帯数。

( ) 内は前月との差。
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付
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︵
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︵
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︶
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︵
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土井邸
（高木瀬町）

三瀬老人
クラブの

花いっぱい活動
（三瀬村）

老人
ブの

写
真
は
25
年
度
の
受
賞
作
品
で
す

サガ
電子工業
株式会社
（久保泉町）

古川邸
（八戸）


